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　 ラ ッ トの 小腸絨毛上皮細胞 は、絨毛先端 で

終末分化 と し て の 細胞死を迎 え る 際、比較 的

正常な形態 を保ちつ つ 、ヘ テロ ク ロ マ チ ンか

ら、徐 々 に、DNA の 断片化 を起 こす こ とを

報告 して きた 。

一
方、陰窩に あ っ て 分裂増殖

能を有す る上皮細胞 は 、放射線、抗癌剤な ど

の刺激によ りアポ トー
シス を誘発す る こ とが

知 られて い る。今回、絨毛先端にお ける細胞

死 と陰窩 における 細胞死 との 差異 を明か にす

る 目的で、塩酸 ドキソル ビ シ ン投与 （2mg

／ 100g 体重 、 腹腔 内投与 、 5 時間） ラ ッ

トの陰窩上 皮細胞 を、電顕 TUNEL 染色を

用 い て 検索 した。

　塩酸 ドキ ソル ビシン によ っ て誘発され た 陰

窩のア ポ トー
シス 像は 、 絨毛先端で観察 され

た細胞死 とは大き く異 な っ て いた 。すな わ ち、

小 円形の 核 を有す るア ポ トー
シス 小体が隣接

する 上皮細胞中に 取 り込 まれ 、核内で は 、ク

ロ マ チ ン の 網様構造の 消失と核周辺 へ の半月

状の凝縮が顕著だ っ た 。 こ の ような核 内で 、

TUNEL の 反応産物 は全域 に均
一

に局 在 し

た 。 以上 の 結果か ら、陰窩上皮細胞の ア ポ ト
ー

シス は典型的な 形態変化 を伴 っ て 、 急激 に、

DNA が断片化す る も の と思 われ る。そ して 、

絨毛 先端で 観察 され た細胞死 （急激な形態変

化を示 す こ と な く、徐 々 に 、ヘ テ ロ クロ マ チ

ン か らDNA の 断片化 を起 こす） は、終宋分

化した細胞 に特徴的な細胞死 と推測 される 。

免疫組織化学で核染色として汎用される

methyl 　gr，een （MG ）は intactな double　stvand

（dbs）− DNA と選択的に反応する。 我々は 、

MG の蛍光性に着目、 CLSM にて dbs −

DNA の 動態につ い て幸晧 して きた。

【目的】無処置および Ad胎 mycin （ADR ）によ

りap 。pt。sis を惹起された Wt 小腸絨毛上皮

細胞に於ける apoptotic 　oells の動態を、

TUNEL 法とMG の 2重染色による CLSM 観

察にて 解析した 。 【材料と方法】Wistar

lmamichi・Rat（雄 、
9週齢）  無処置群と 

ADR 投与群を作製。
　ApOptotic　cells の検出

には TUNEL 法を用い 196MG 核染色を施し

た 。 【結果 ・考察】  で は、終末分化を示す小

腸上皮細胞は 、 分裂後約2 日で 絨毛の頂部

に達し ap ◎pt◎ti。　celi　death に陥るが ，、
これ

らの 細胞で は核周辺部に TU隆 L 陽性染色

が漸増するが 、 MG は対照的に同
一部位で

漸減した。   では 、 Cryptの上皮細胞に典型

的な apeptosisが認められたが 、 ここでも、

TUNEL 強陽性部位に MG の明瞭な染色減弱

が認められた。
これらの apoptc ）tiG　cellsに於

ける TUNEL 染色／ MG 染色の相反性につ

い て考察を加える。
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